
北海道標津町で文化財保存活用の仕事をしてみませんか？



標津町には窪みで残る竪穴住居跡が４０００以上存在し、
大規模竪穴群「標津遺跡群」として

極めて良好な状態で保存されています。
そのほとんどが未調査の状態であり、

今後の学術調査成果に大きな期待が寄せられています。



標津町は北海道の考古学史上重要なテーマの１つである
オホーツク文化と擦文文化の接触のイベントが起きた地域です。

この地域での学術調査成果次第で
北海道の考古学研究が飛躍的に進む可能性があります。



標津町では、光学測量機器などの器材を整備し
地域の高校生や有志の協力も得ながら

毎年小規模ながら標津遺跡群での発掘調査を行い
竪穴住居の内容や年代把握を一歩一歩進めています。



標津遺跡群周辺には、遺跡だけでなく、
開拓以前の自然環境も極めて良好な状態で保存されており、

植物では固有種のカリウスアザミが、
陸上哺乳類では国内最小のトウキョウトガリネズミから

国内最大のヒグマまで
多種多様な動植物の自生地・生息地となっています。



標津町では
「遺跡群のすべてを保存すること」

「遺跡をとりまく周辺の環境保全に配慮すること」
この２つの基本方針を掲げ

４０年以上にわたり標津遺跡群の保存活用を進めてきました。



現在は遺跡に隣接して流れる河川で
サケ科魚類の自然産卵を促す事業も進めており
自然環境再生の取組も積極的に行っています。



標津町には遺跡の他にも
近世から近代までの多様な文化財が存在し

北海道東部では数少ない
質の高い自然と歴史文化が残る町です。



標津町では町民有志団体や観光協会と連携して
標津遺跡群での各種ガイドプログラムの提供も行っています。



標津町から車で30分の場所に中標津空港があり
札幌や東京には比較的アクセスし易いです。

約45分

約2時間



標津町では平成２０年以来

標津遺跡群の世界遺産登録を目指して

遺跡の価値を高めるための取り組みを進めてきました。

標津町では現在、この取り組みを共に進める

専門職員を探しています。

標津町の文化財担当職員として働くことに興味があったら

ぜひ下記にアクセスしてください！

(随時募集中 決まり次第募集終了)

https://www.shibetsutown.jp/topics/2099/


